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テキスト化されたわらべうたの保育実践における使用の視点
（３） 人数：転園，転入などの入れ替わりにより20 名前後。
（４） 活動期間：2010 年 5 月～ 2013 年 3 月。年少時から年長に至るまでの 3 年間。
（５） 活動時間：毎月1 回，30 分強。午前中の保育に於いてわらべうたの時間として設定。但し，
筆者が行った活動の中から保育士が幾つか取り上げ，日常の保育の場で行った。
（６） 観察の方法：参与観察。



























































2 ～ 3 人のグループになり，楽しそうにじゃれあう場面があっても，いつも一人でぽつんとしていた
り，一人でも楽しそうに飛び跳ねたりしている。また，オニ役になる遊びなどでは，ルールには全く
我関せず，指導者や保育士の前にくっついて「わたしやりたい！」と執拗にアピールし中々離れよ
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